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高精度の大規模のMEG装置による計測実験を通して得た知見を新たな卒業研究のテーマの創出につ
なげることができた。また、学生の計測実験・解析や打ち合わせへの参加は、実践的な知識や経
験を積む機会となった。

 研究実績の概要

東京都における高齢化率は、2025年には23.0％であり、2035年には25.4％とおよそ4人に1人が高
齢者になると推計されている。また、65歳以上の認知症の人数は約600万人（2020年現在）と推計
されており、高齢者の認知症に伴う機能低下の要因を脳機能の観点から明らかにすることが望ま
れている。本研究では認知症の主症状の一つである運動の巧緻性の低下に着目し、認知機能に関
連する脳機能を時間分解能の高い磁気計測技術（Magneto-encephalography: MEG）により脳活動
を計測・評価した。実験課題として、母指と示指の2指の開閉運動を行う「手指タッピング動作」
を実施した。この実験課題はシンプルな動作ながら、条件設定により課題の難易度を容易にコン
トロールできる特色がある。手指動作の制御にかかわる脳活動を捉えるために、動作指示系統に
よらない「自己リズム」による実施方法を提案した。また、手指動作の特徴量を活用してタッピ
ング成績を数値化し、脳機能との関連性を評価した。単純な複雑性（左手単独、交互動作の左
手）において手指動作の制御を司ると考えられる中前頭回で両者の差が生じることを確認した
（研究発表 [1,2]）。脳活動とタッピング特徴量との関連性を示すことは、認知機能低下の早期
発見に役立つと考える。
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